



































A 大学及び B 専門学校で，「新・学校保護者研究会」のものを参考にしつつロールプレイ中心のプロ
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　基本的な活動内容について 90 分× 2 コマの構成とした．
①事前学習（1 コマ目）
　事前学習として給食費未納問題を取り上げ，ドラマ「モンスター・ペアレント」（関西テレビ／









































































上を対象にした生徒指導及び進路指導に関する内容（2 単位）である．全 15 コマのうち，最後の 2


















施した．また，それまでのディスカッションが活発だった 8）ことから，班内でシナリオ A の実演と

























　B 専門学校では，保育士養成に特化した F 学科（2 年制）2 年，保育士・幼稚園教員免許に加え児
童福祉について重点的に学ぶ G 学科（3 年制）1，2 年，保育士・幼稚園教員免許に加え医療事務の
資格が取得できる女子のみの H 学科（3 年制）1，2 年の各クラス（18 ～ 33 人）で実施した 10）．
　A 大学に比べ，B 専門学校では以下の違いから何点かプログラムの変更を行うこととした．















































意見を持つ学生は 3/2 程度いた 14）．
2）実演の様子




































































ついて理解することの重要性の理解が広がった．さらに，B 専門学校 1 年生の場合は，普段の授業で
は評価されない学生たちの秘めたる対人コミュニケーション能力（保護者対応力）が発揮され，自身
の自己肯定感につながる一方，ほかの「まじめ」な学生の新たな学びの視点の獲得につながった．







　ロールプレイ実施前では，保護者の声を聞く「ゆとり」が A 大学生＞ B 専門学校 2 年＞ B 専門学















































 7） 科目名「生徒指導・進路指導の理論と方法」（半期 15 コマ）．筆者は前期（71 名履修），前期
集中（9 月末実施．44 名），後期（56 名）の計 3 クラスを担当した．この科目は，必修でかつク
ラス指定がされており，再履修者を除くと学年かつ学科・コースが同じ学生たちであった．




 10） B 専門学校のワークショップ実施状況は以下の通りである．
学科 学年 クラス数 人数 実施時期 コマ数 実施科目
F 2 ２ 23,21 9 月初旬 1 教育原理△
G 1 ２ 24,25 2 月上旬 2 教師論　　
G 2 １ 33 2 月上旬 2 教育原理　
H 1 １ 16 2 月上旬 2 教師論　　
H 2 １ 18 2 月上旬 1 教育原理△
  ＊ 1 コマは 45 分．
  ＊全てのクラスで事前学習（前述）を実施．
  ＊なお，G，H 学科は通信制短期大学の併習にて幼稚園教員免許（二種）が取得できる．「教師論」
　及び「教育原理」はこの通信科目でもある．
  ＊週当たりの時数は，△印の科目は週 1 コマ（45 分），それ以外は週 2 コマ（90 分）である．
  ＊ G 学科 1 年 B クラスは，3 コマ目に実演の動画を見ての振り返りを実施した．
− 132 −
 11） 1 年次の体験実習（2 日），保育実習（2 年次，3 年次　10 日ずつ），教育実習（G，H 学科のみ．




























Investigating the Views of Students Undergoing Teacher Training on the 
Significance of Good Relations with Parents
INOUE Hiroki
Abstract: Recently, in Japan, establishing good relations between theachers and parents has become more 
difficult. Noticing that teacher training colleges have limited curricula on good relations between teachers and 
parents in educational practice, I improved Masatoshi Onoda's program for in-school training. To understand 
what students at teachers' colleges think of the significance of good relations between teachers and parents in 
educational practice, I implemented this program on a atrial basis at a classroom and recorded several hours of 
classroom instruction. From the recording, many students considered it as important to understand parents as 
it is to understand their children. Howerer, a few "serious" students did not appear to be as broad minded; they 
were strongly dissatisfied with the program because they were less willing to allow parental communication to 
influene their teaching.
